
PT 調査データに基づく高齢者の交通行動特性に関する研究	
 

A study on characteristic transportation behavior of elderly people based on PT survey data.  
 

北見工業大学	 	 	 	 	 	 	 学生会員	 	 ○三浦	 潤平   (JunpeihiiTMiura) 
北見工業大学	 	 	 	 	 	 	 正 会 員	 	 	 髙橋	 	 清	  (Kiyoshi	 Takahashi) 

 
 

1．はじめに	

	 近年わが国では，高齢化の進展により高齢者が増加し，

高齢ドライバーによる交通事故件数の増加や，運転免許

返納者の交通手段確保等の諸課題に対応することが急務

となっている．このような社会情勢の中，北見市は平成

23年度，公共交通網の整備を目的として北見市地域公共
交通計画 1)を策定し，市内を運行する既存バス路線の再

編や新たな交通システムの導入，バス利用促進策として

のモビリティ・マネジメントの推進などの施策の検討を

行ってきた．また，平成 25年度においては北見網走都市
圏を対象としたパーソントリップ調査（以下、北見網走

都市圏 PT調査）が実施され 2)，北見市全域における地域

住民の交通実態の把握が試みられた．しかしこの PT 調
査では，普通免許の保有状況といった個人属性や年齢階

層に着目した詳細な分析までは至っていない．特に，こ

の PT 調査において北見網走都市圏における高齢者の普
通免許保有率の将来推計が行われ，20年後には現在の約
2倍となる 80％台に到達する見通しであることが報告さ
れた．しかし，この将来推計は現状の普通免許保有率を

そのまま将来にシフトさせた上での概算値であり，高齢

者における運転免許返納率の増加といった昨今のわが国

における社会情勢を考慮しておらず，これを北見網走都

市圏における高齢者の交通行動特性の将来像と捉えるこ

とに対しては課題が残る． 
そこで本研究では，北見網走都市圏 PT 調査のデータ

を用いて，普通免許の保有状況や代表交通手段などに着

目した上で，北見市における高齢者の交通実態を明らか

にし，高齢ドライバーや運転免許返納率の増加といった

社会情勢に対応した北見市の交通体系のあり方に関して

検討することを目的とする． 
 
２．既存研究と本研究の位置づけ	

	 少子・高齢化社会の進展に起因する諸問題に着目した

既存研究では，小林 3)は移動不便者の考え方と定義を提

案するとともに，東京都市圏における移動不便者の数を

小ゾーン単位で定量的な推計を行った．前川ら 4)は地方

都市における中心市街地の衰退といった問題への対策の

検討を目的に，買物行動に着目した上で，買物目的地選

択モデルを構築し，買物行動タイプ別の目的地選択特性

を分析した．辰巳ら 5)は少子化対策を交通の観点から検

討するため，女性を子どもの有無や年齢で 3グループに
分類し，生成原単位やトリップ長などの比較を行った．

有吉 6)は公共交通のサービスレベルが低い傾向にある地

方都市圏では，子どもや高齢者といった自動車を自由に

利用できない人々にとって，車での送迎が重要な交通手

段であることに着目し，送迎の提供者と享受者間の行動

実態を，異なる特性を有する地域間で比較分析を行った． 

	 本研究の対象地域である北見市は，典型的な自家用車

利用型の地方都市である．その北見市の交通に着目した

既存研究では，佐々木ら 7)は人口が低密度であるととも

に高齢化率が高い郊外の川東・若松地区に着目し，平成

25 年度より本格運行が開始されたディマンドバスにお
けるサービスの改善点を CS ポートフォリオにより抽出
し，活動機会に着目したアクセシビリティ指標を用いて

具体的な改善策を提示した．三浦 8)は市内を運行するバ

ス路線の 1つである「夕陽ヶ丘線」の沿線に居住する高
齢者を対象に，当該バス路線の利用促進策として実施さ

れたモビリティ・マネジメントの効果や，自家用車およ

びに路線バスの利用意向を把握することを目的としてア

ンケート調査を実施した．山越 9)は市内中心部に位置す

る，高齢者向け生涯学習施設である「ことぶき大学」の

在籍者を対象に，交通行動と健康状態の把握を目的とし

てアンケート調査を実施した． 
	 以上より既存研究においては，昨今のわが国における

交通諸課題の主要当事者である高齢者に着目した研究は

数多く行われているが，北見市のような自家用車の利用

を前提とした地方都市を広域的にとらえ高齢者の交通行

動を詳細に分析した研究は少ない． 
 
３．北見市とその交通の現状	

	 北見市は約 12万の人口と約 1400平方キロメートルの
面積を有し，人口および面積の点から北見網走都市圏の

中で最も規模の大きい都市である．また，図-1は北見市
における高齢化率の上昇と人口減少の進展を示している．

このような社会情勢の中，北見市は「バス料金助成制度」

を実施しており 10)，70歳以上の高齢者は所定の交付料を
支払うことで，北見自治区内を運行する全 12 の市内バ
ス路線と，ディマンドバス運行路線および北見自治区外

を運行する一部バス路線において使用できる無料パスが

利用可能となる． 
 

 

図-1 北見市の人口と高齢化率 
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4．北見網走都市圏 PT 調査の概要と結果 
北見網走都市圏 PT 調査は，昨今の社会情勢に対応し

た新たな総合都市交通体系の策定を目的として実施され

た．北見網走都市圏 PT調査の概要を表-1に示す． 
 

表-1	北見網走都市圏 PT 調査の概要	

実施年度	 平成 25 年度	

調査指定日	 10 月上旬～11 月中旬の平日，休日	

対象地域	 2 市 5 町（北見網走都市圏）	

標本数	 19,552 人(抽出率 8.55%)	
	

	 本研究は北見網走都市圏 PT 調査における平日のデー

タを用いて，北見市の中心地区である北見自治区及び隣

接する端野自治区の高齢者の交通実態に関して分析を行

った．この分析の概要と結果を表-2 に示す．	
		

表-2	PT 調査データに基づく分析の概要と結果	

対象データ	 北見網走都市圏 PT 調査（平日）	

対象地域	 北見自治区および端野自治区	

標本数	 9,834 人	

分析対象者	 65 歳以上の高齢者	

分析人数	 3,151 人(32%)	

外出率	 55%	

総トリップ数	 4,562 トリップ	

生成原単位（ネット）	 3.16 トリップ/人・日	

自家用車利用率	 47%	

	

5．北見市における高齢者の交通実態	

5．1	 運転免許の有無に着目した高齢者の交通実態		

	 これより，北見網走都市圏 PT 調査に基づいて行った，

北見・端野自治区における高齢者の交通実態に関する分

析結果を示す．	

ここで，図-2 は男女別の普通免許保有率を示す．図-2

では，女性の運転免許保有率は男性よりも約 50 ポイン

ト低いものとなっている．		

	

図-2	 高齢者における男女別の普通免許保有率 
	

次に，図-3 は年齢 5 歳別階層の普通免許保有率を示

す．図-3 では，分析対象者の年齢が高くなるにつれて

運転免許保有率が低下していることがわかる．以上のこ

とから，本研究の対象地域においても全国的な傾向と同

様に，運転免許を保有しない高齢者は比較的高齢の女性

が多いと考えられる．さらに，図-4 に普通免許保有別

の外出率およびに，図-5 は普通免許保有別の生成原単

位（ネット）を示す．図-4 では，普通免許を保有する

高齢者の外出率は 65 歳から 80 歳以上にかけて 15 ポイ

ントの低下に対し，普通免許を保有しない高齢者はその

約 2 倍となる 31 ポイントの低下となっている．図-5 で

は，全年齢階層において普通免許非保有者は保有者より

も生成原単位が低いものの，各年齢 5 歳別階層において

ほぼ同じ値となっている．このことから，年齢の増加は

外出率と負の相関が見られるものの，生成原単位には相

関がない可能性が示唆されている． 

 
図-3	 年齢 5歳別階層における普通免許保有率 

 
図-4	 年齢 5歳別階層における普通免許保有別の外出率  

 
図-5年齢階層・免許保有別の生成原単位（ネット）	
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これより，トリップ目的に着目した分析結果を図-6 に

示す．ここで，習い事や観光，スポーツ等のトリップ目

的は「その他」にまとめている．図-6 より，普通免許非

保有者は買物や通院を目的としたトリップの割合が 31%

となっている．また，普通免許保有者は送迎を目的とし

たトリップの割合が 3%となっている，次に，トリップの

代表交通手段に着目した分析結果を図-7 に示す．ここで，

自転車や普通･軽貨物車，送迎バス等の代表交通手段は

「その他」にまとめている．図-7 では，普通免許保有者

は乗用車の利用が 80％となっている一方で，普通免許非

保有者は送迎の利用が 28％となっている．さらに，買物

と通院および社交を目的とするトリップの所要時間に着

目した分析結果を図-8 に示す．図-8 では，普通免許保有

者におけるトリップ長は 16.1 となっており，普通免許

非保有者の 13.3 よりも高く，65 歳未満の人々の 16.2 と

同程度の値となっている．	

 
図-6 高齢者の運転免許保有別トリップの目的 

 

	

図-7 高齢者の運転免許保有別トリップの代表交通手段 
 

	

図-8 高齢者の普通免許保有別トリップ長 

以上のことから，図-6 より，普通免許を保有しない高

齢者において，トリップの主な目的は買物や通院となっ

ていることが考えられる．次に図-7 より，高齢者におい

ては免許保有の有無に関わらず，乗用車が主な交通手段

となっていることが考えられる．また，日常的に送迎を

行う高齢ドライバーの存在が示唆されている，さらに，

図-5 および図-8 より，普通免許を保有する高齢者は，日

常的に行っているトリップの所要時間や回数は，65 歳未

満の人々と同じような値になっていることが考えられる．	

	

5．2	 代表交通手段に着目した高齢者の交通実態		

	 高齢者の運転免許返納率の増加および公共交通のサー

ビスレベルの低下といった，北見市を取り巻く社会情勢

に対応した街づくりを検討するには，高齢者に着目した

上で乗用車や送迎，路線バス利用者といった人々の交通

実態を明らかにすることが重要だと考える．そこで本研

究では．北見・端野自治区における人々を「65歳未満の
ドライバー（A 群）」，「高齢ドライバー（B 群）」，
「普通免許非保有かつ送迎利用の高齢者（C群）」，「普
通免許非保有かつ路線バス利用の高齢者（D 群）」に 4
分類し比較分析を行った．この分類の概要を表-3に示す． 
 
表-3	交通手段に着目した分析における 4 分類の概要	

	 年齢	 普通免許の有無	 代表交通手段	

A 群	 65 歳未満	 あり	 乗用車	

B 群	
65 歳	

以上	

あり	 乗用車	

C 群	 なし	 送迎	

D 群	 なし	 路線バス	

 
これより，代表交通手段別の生成原単位に着目した分

析結果を図-9に示す．図-9より，B群の高齢ドライバー
における生成原単位の値は 3.41となっており，A群の 65
歳未満を含む全ドライバーの 3.44 と同程度の値となっ
ている．一方，C群の送迎利用者の生成原単位の値は 2.58
となっており， D群における免許非保有の路線バス利用
者の 2.62と同程度の値となっている．このことから送迎
を利用する高齢者は，路線バスや徒歩よりも高速かつ広

範囲に移動できる可能性が高いものの，送迎を行う人の

負担などを考慮して，生成原単位は高齢ドライバーより

も低い値に制約されていることが示唆されている． 
 

 

図-9	 4分類別の生成原単位（ネット） 
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以下に，買物と通院および社交を目的とするトリップ

に着目して，そのトリップ長の分析結果を図-10，トリッ
プ長の割合を図-11に示す．図-10では，B群のトリップ
長の値は，A 群の 12.1 よりもわずかに高い 12.3 という
値となっており，C 群の 11.5 および D 群の 10.4 よりも
高くなっている．次に図-11では，全ての群において所要
時間が 10 分以下のトリップが全体の 50%以上を占めて
いる．一方で，所要時間が 21分以上のトリップは全体の
10％にも満たないことが明らかとなっている．以上のこ
とから，高齢ドライバーと普通免許非保有の高齢者の間

では，日常的に行っているトリップ範囲には大きな差は

なく，どの高齢者も所要時間が概ね 20 分以内のトリッ
プを行っている可能性が考えられる． 

 

 
図-10 4分類別の買物等のトリップの平均所要時間 

 

 
図-11	 4分類別の買物等のトリップ所要時間の割合 

 
6．おわりに	

	 本研究では北見市を対象に，高齢ドライバーや運転免

許返納率の増加といった社会情勢に対応した交通体系の

あり方について検討することを目的に，北見網走都市圏

PT 調査を分析して北見･端野自治区における高齢者の交

通実態の把握を試みた．	

外出率や生成原単位に着目した分析では，高齢者の年

齢の増加は外出率と負の相関がある可能性が示唆された

とともに，生成原単位には相関がない可能性が示唆され

た．代表交通手段に着目した分析では，普通免許非保有

者にとって路線バスやタクシーといった公共交通機関よ

りも，徒歩や乗用車での送迎を利用する割合が高いこと

が明らかとなった．	

トリップの目的に着目した分析では，送迎を目的とす

るトリップを日常的に行っている高齢ドライバーが存在

する可能性が示唆された，	

乗用車の運転や送迎，路線バスといったトリップの代

表交通手段に着目した分析では，送迎を利用する高齢者

の生成原単位は，高齢ドライバーよりも低く路線バス利

用者と同程度であることが明らかとなった．また，買物

と通院および社交を目的とするトリップの平均所要時間

の割合によると，高齢者のみならず 65 歳未満の人々に

おいても，日常的に行っているトリップの平均所要時間

は 20 分以内である可能性が示唆された．	

	 今後，より高齢化が進展し高齢ドライバーの増加が懸

念される北見市においては，高齢者が安心して運転免許

を返納できる交通体系の策定が求められる．そこで本研

究では，その具体的な対策として，トリップの所要時間

がおおむね 20 分以内に収まるようなバス路線網の構築

等の公共交通網整備が重要であると考える．	
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